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(54)【発明の名称】 対物光学系移動機構付き電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】挿入部の先端を太くすることなく対物レンズを
移動可能にして、内視鏡検査を受ける人にとって苦痛の
少ない対物光学系移動機構付き電子内視鏡を提供するこ
と。
【解決手段】可動レンズ系６を軸線方向に進退駆動させ
るためのレンズ系駆動用軸体１４が、固体撮像素子７を
保持するための撮像素子保持枠体１３を軸線方向に貫通
した状態に配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の挿入部の先端に内蔵された固体撮
像素子の前方に、対物光学系の少なくとも一部を構成す
る可動レンズ系が遠隔操作により軸線方向に移動可能に
配置された対物光学系移動機構付き電子内視鏡におい
て、
上記可動レンズ系を軸線方向に進退駆動させるためのレ
ンズ系駆動用軸体が、上記固体撮像素子を保持するため
の撮像素子保持枠体を軸線方向に貫通した状態に配置さ
れていることを特徴とする対物光学系移動機構付き電子
内視鏡。
【請求項２】上記固体撮像素子が矩形状であって、その
対辺方向の位置に上記レンズ系駆動用軸体が配置されて
いる請求項１記載の対物光学系移動機構付き電子内視
鏡。
【請求項３】上記レンズ系駆動用軸体が、上記撮像素子
保持枠体を軸線方向に貫通して穿設された孔又は溝内に
嵌挿されている請求項１又は２記載の対物光学系移動機
構付き電子内視鏡。
【請求項４】上記撮像素子保持枠体を軸線方向に進退駆
動するための撮像素子駆動用軸体が、上記撮像素子保持
枠体の軸線に対して上記レンズ系駆動用軸体と略等距離
離れた位置に配置されている請求項１、２又は３記載の
対物光学系移動機構付き電子内視鏡。
【請求項５】上記撮像素子駆動用軸体の先端部分が、上
記可動レンズ系を保持する可動レンズ保持枠体に形成さ
れた孔内に嵌挿されて、上記可動レンズ保持枠体を支持
している請求項４記載の対物光学系移動機構付き電子内
視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は対物光学系移動機
構付き電子内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡においてフォーカシングやズ
ーミング等を行うために、対物光学系の少なくとも一部
を遠隔操作により軸線方向に移動させるようにした対物
光学系移動機構付き電子内視鏡がある。
【０００３】そのような従来の対物光学系移動機構付き
電子内視鏡においては、例えば図５に示されるように、
対物光学系の中の可動レンズ系を保持する可動レンズ系
保持枠９１を軸線方向に進退駆動させるためのレンズ系
駆動用軸体９２が、固体撮像素子を保持するための撮像
素子保持枠体９３と干渉しないように撮像素子保持枠体
９３の外面に沿って配置されている。
【０００４】また、撮像素子保持枠体９３も軸線方向に
進退駆動できるようにしたものの場合には、撮像素子保
持枠体９３から突設された突片９４に撮像素子駆動用軸
体９５が係合している。
【０００５】
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【発明が解決しようとする課題】電子内視鏡において、
対物光学系や固体撮像素子を遠隔操作により軸線方向に
移動させるためには、レンズ系駆動用軸体や撮像素子駆
動用軸体等が不可欠の部材であるが、それらが撮像素子
保持枠体の外面から突出した位置に配置されるため、挿
入部の先端が太くなって内視鏡検査を受ける人に与える
苦痛を大きくしていた。
【０００６】そこで本発明は、挿入部の先端を太くする
ことなく対物レンズを移動可能にして、内視鏡検査を受
ける人にとって苦痛の少ない対物光学系移動機構付き電
子内視鏡を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の対物光学系移動機構付き電子内視鏡は、内
視鏡の挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の前方
に、対物光学系の少なくとも一部を構成する可動レンズ
系が遠隔操作により軸線方向に移動可能に配置された対
物光学系移動機構付き電子内視鏡において、可動レンズ
系を軸線方向に進退駆動させるためのレンズ系駆動用軸
体が、固体撮像素子を保持するための撮像素子保持枠体
を軸線方向に貫通した状態に配置されているものであ
る。
【０００８】なお、固体撮像素子が矩形状であって、そ
の対辺方向の位置にレンズ系駆動用軸体が配置されてい
てもよく、レンズ系駆動用軸体が、撮像素子保持枠体を
軸線方向に貫通して穿設された孔又は溝内に嵌挿されて
いてもよい。
【０００９】また、撮像素子保持枠体を軸線方向に進退
駆動するための撮像素子駆動用軸体が、撮像素子保持枠
体の軸線に対してレンズ系駆動用軸体と略等距離離れた
位置に配置されていてもよい。
【００１０】そしてさらに、その撮像素子駆動用軸体の
先端部分が、可動レンズ系を保持する可動レンズ保持枠
体に形成された孔内に嵌挿されて、可動レンズ保持枠体
を支持していてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、内視鏡の可撓性挿入部の先端部分を
示しており、先端部本体１の先端面に観察窓２と照明窓
３等が配置されており、照明窓３の内側には照明用ライ
トガイド４の射出端部が配置され、観察窓２部分には、
対物光学系の一部を構成する固定レンズ系５が対物ユニ
ット保持筒１１の先端に接合固着されて配置されてい
る。
【００１２】固定レンズ系５の内側には対物光学系の一
部を構成する可動レンズ系６が配置され、その可動レン
ズ系６の後方に略正方形状の固体撮像素子７の撮像面が
配置されている。８は、固体撮像素子７の駆動回路等を
構成する電子回路、１０は撮像信号等を伝送するための
信号ケーブルである。
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【００１３】対物ユニット保持筒１１には、対物光学系
５，６及び固体撮像素子７等がユニットとして先端部本
体１外で組み付けられ、ユニット状態になった対物ユニ
ット保持筒１１が先端部本体１に取り付け固定される。
【００１４】対物ユニット保持筒１１内には、可動レン
ズ系６を保持する可動レンズ保持枠体１２と、固体撮像
素子７及び電子回路８を保持する撮像素子保持枠体１３
が、各々独立して光軸方向に移動自在に嵌挿配置されて
いる。
【００１５】９は、固体撮像素子７と電子回路８が一緒
に固定されたシールド筒であり、２０は、可動レンズ保
持枠体１２をガタつかないように後方に向けて付勢する
コイルスプリングである。
【００１６】１４は、可動レンズ保持枠体１２を光軸方
向に進退駆動するためのレンズ系駆動用軸体であり、軸
線回りに回転自在に対物光学系５，６の光軸と平行に配
置されている。
【００１７】レンズ系駆動用軸体１４の先側部分には可
動レンズ保持枠体１２に形成された雌ネジ孔と螺合する
雄ネジ部１５が形成され、レンズ系駆動用軸体１４の最
先端部分は対物ユニット保持筒１１に形成された軸受孔
に回転自在に嵌挿されている。したがって、レンズ系駆
動用軸体１４がその軸線回りに回転することにより、可
動レンズ保持枠体１２が光軸方向に移動する。
【００１８】レンズ系駆動用軸体１４の後方には、レン
ズ系駆動用軸体１４を回転駆動するためのレンズ系駆動
用モータ１６が、先端部本体１の後端に取り付けられた
モータホルダー１７に支持された状態に配置され、レン
ズ系駆動用モータ１６の出力軸とレンズ系駆動用軸体１
４とが継ぎ管１８によって連結されている。
【００１９】撮像素子保持枠体１３には、II－II断面を
図示する図２にも示されるように、断面形状が略正方形
状のシールド筒９を保持する孔が長手方向の軸線位置に
貫通形成されている。
【００２０】そして、撮像素子保持枠体１３の外周面
は、円形の断面形状を左右両側部分で平面状に切り削い
だ形状に形成されて、同形状の対物ユニット保持筒１１
の内周面内に配置され、軸線回りの回転が規制されてい
る。
【００２１】そのような形状に形成された撮像素子保持
枠体１３の上下両側の厚みのある部分(即ち、固体撮像
素子７の対辺方向の位置）には、レンズ系駆動用軸体１
４が嵌合通過する貫通孔１９が一方に形成されており、
レンズ系駆動用軸体１４は、撮像素子保持枠体１３を軸
線方向にスライド自在に支持する機能も果たしている。
【００２２】また、撮像素子保持枠体１３の他方には、
レンズ系駆動用軸体１４と平行に配置された撮像素子駆
動用軸体２４に形成されている雄ネジ部２５と螺合する
雌ネジ孔が、貫通孔１９と対称の位置（撮像素子保持枠
体１３の中心軸位置に対し貫通孔１９と略対称の位置）
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に貫通形成されている。
【００２３】撮像素子駆動用軸体２４の後方には、撮像
素子駆動用軸体２４を回転駆動するための撮像素子駆動
用モータ２６が、先端部本体１の後端に取り付けられた
モータホルダー２７に支持された状態に配置され、撮像
素子駆動用モータ２６の出力軸と撮像素子駆動用軸体２
４とが継ぎ管２８によって連結されている。
【００２４】可動レンズ保持枠体１２には、撮像素子駆
動用軸体２４の先端近傍部分が通過する貫通孔２９が貫
通形成されていて、撮像素子駆動用軸体２４の最先端部
分は対物ユニット保持筒１１に形成された軸受孔に回転
自在に嵌挿されている。
【００２５】したがって、撮像素子駆動用軸体２４は可
動レンズ保持枠体１２を軸線方向にスライド自在に支持
して、可動レンズ系６の光軸のずれ、倒れ等を防止する
機能も果たしており、撮像素子駆動用モータ２６で撮像
素子駆動用軸体２４を回転駆動すれば、撮像素子保持枠
体１３が光軸方向に進退する。
【００２６】その結果、レンズ系駆動用モータ１６と撮
像素子駆動用モータ２６の駆動電流を各々遠隔制御する
ことにより、可動レンズ系６と固体撮像素子７とを光軸
方向に進退させて、フォーカシングとズーミングの一方
又は両方を行うことができる。
【００２７】このように構成された対物光学系移動機構
付き電子内視鏡は、図３にも示されるように、レンズ系
駆動用軸体１４が撮像素子保持枠体１３を軸線方向に貫
通した状態に配置されているので、可動レンズ保持枠体
１２を進退駆動するための機構が太くならない。
【００２８】また、撮像素子駆動用軸体２４も撮像素子
保持枠体１３の軸線に対してレンズ系駆動用軸体１４と
略等距離の位置に配置されていて、撮像素子保持枠体１
３を進退駆動するための機構が撮像素子保持枠体１３か
ら突出しないので、可動レンズ保持枠体１２を進退駆動
するための機構も太くならない。
【００２９】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えばレンズ系駆動用軸体１４が貫通する
ように撮像素子保持枠体１３に形成された貫通孔１９
は、図４に示されるように溝１９′状のものであっても
差し支えない。
【００３０】また、レンズ系駆動用軸体１４と撮像素子
駆動用軸体２４を回転駆動するためのレンズ系駆動用モ
ータ１６と撮像素子駆動用モータ２６を、内視鏡の挿入
部に内蔵せず、外部に配置したモータの回転を、挿入部
内に挿通配置した可撓軸等によって伝達するようにした
ものであっても差し支えない。
【００３１】また、レンズ系駆動用軸体１４や撮像素子
駆動用軸体２４が、軸線回りに回転するのではなく軸線
方向にスライドする操作ワイヤ等であっても差し支えな
い。
【００３２】
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【発明の効果】本発明によれば、可動レンズ系を軸線方
向に進退駆動させるためのレンズ系駆動用軸体が、固体
撮像素子を保持するための撮像素子保持枠体を軸線方向
に貫通した状態に配置されていることにより、レンズ系
駆動機構を細くコンパクトに構成することができるの
で、内視鏡の挿入部の先端が太くならず、内視鏡検査を
受ける人にとって苦痛の少ない対物光学系移動機構付き
電子内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の対物光学系移動機構付き電子
内視鏡の挿入部の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の対物光学系移動機構付き電子
内視鏡のII－II断面図である。
【図３】本発明の実施例の対物レンズ移動機構（ユニッ
ト）の斜視図である。
【図４】本発明の実施例の対物光学系移動機構付き電子
内視鏡の変形例のII－II断面に相当する断面図である。
【図５】従来の対物光学系移動機構付き電子内視鏡の対*
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*物レンズ移動機構の斜視図である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  観察窓
５  固定レンズ系
６  可動レンズ系
７  固体撮像素子
１１  対物ユニット保持筒
１２  可動レンズ保持枠体
１３  撮像素子保持枠体
１４  レンズ系駆動用軸体
１５  雄ネジ部
１６  レンズ系駆動用モータ
１９  貫通孔
２４  撮像素子駆動用軸体
２５  雄ネジ部
２６  撮像素子駆動用モータ
２９  貫通孔

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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